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Abstract

Ninhydrin Reaction is reaction that Ninhydrin and a-amino acid make Ruhemannn’s purple
which i1s purple blue piegment. We were interested in the Ninhydrin Reaction. Phenylalanin,
threonine, methionine, and glutamic acid become purple in color. But, lysin become brown. So, we
wanted to investigate the cause. First, we align electric charge of them, and we add pnosphoric acid
buffer solution to amino acid in order to make amino acid zwitterion. Second, we used the same
basic amino acid as lysin. In these experiments, we couldn’t understand the cause of that. Third, we
used reducing agent in order not to generate by product. As a result, peak of the absorbance of the
lysin is the same as as others. It means Ruhemannn’s purple is producted. But, we heat it with hot

water bath for more than a specific time, lysin’s color changed into brown.
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	実験１：塩基性アミノ酸でニンヒドリン反応
	＜仮説＞
	リジンと同じ塩基性アミノ酸である，アルギニン，ヒスチジンについてニンヒドリン反応を行えば，リジンと同じ波長にピークが観測されるのではないかと考えた。
	＜方法＞
	予備実験と同様に0.050mol/Lのアミノ酸溶液を調整し，その溶液３mLとニンヒドリン溶液１mLを混合し，4分間湯浴した。色の変化を目視で確認した後，分光光度計で波長と吸光度の関係を調べた。
	＜結果・考察＞
	褐色に呈色したリジンと異なり，ヒスチジンは赤紫色に呈色し，アルギニンは目視で確認できるほどの色の変化は起こらなかった。吸光度を測定すると，ヒスチジンは400 nmと570 nmに，アルギニンは370 nmにピークがそれぞれ観測され，リジンとは異なるスペクトルが得られた。他のアミノ酸と比較すると，リジンとアルギニン以外はすべて400 nm，570 nmにピークが観測された。これらは，ルーへマン紫に由来する吸収であると考えられる。しかし，リジンは480 nm，アルギニンは370 nmにピークが観測され...
	HClaq　 　湯浴後の溶液は全てうすい黄色となった（図8）。また，全て同じスペクトルであり，ルーヘマン紫のピークが観測されていないので（図9），ニンヒドリン反応はしていないことが分かった。
	NaOHaq　湯浴後の溶液はリジンのみ薄い赤色になり，他の溶液は変化しなかった（図10）。
	また，330 nmにピークが観測されたが，他のアミノ酸溶液は，全て同じスペクトルであり，ルーヘマン紫のピークが観測されていないので（図11），ニンヒドリン反応はしていないことが分かった。
	双性イオン　図を比較すると，同じようなスペクトルの形をしていた（図12, 13）。このことからリン酸緩衝溶液はニンヒドリン反応に影響しないことが分かった。
	＜考察＞
	陽イオン型，陰イオン型で，ニンヒドリン反応が進行しなかったのは，HClaqとNaOHaqの濃度が濃すぎため，ニンヒドリンが壊れたことが原因と考えられる。また，NaOHaqを加えた実験では，リジンのみ薄い赤色になり，330 nmにピークが観測された。しかし，今までの実験で 330 nmにピークが観測されていないことから，これは副生成物のピークであると考えられる。
	また，双性イオン型の実験では，水のかわりにリン酸緩衝溶液を用いてニンヒドリン反応を行い，水の時とほぼ同じスペクトルが得られた。この結果より，リン酸緩衝溶液はニンヒドリン反応に影響しないことが分かった。しかし，リジンの等電点付近に緩衝能を有する緩衝液の調整が上記のリン酸緩衝溶液では不可能であり，別の緩衝液系を用いる必要がある。

